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ひといき まちがいさがしちょっと 左右でちがう箇所は全部で７個！
見つけられるかな？

となってしまった。専門家は、中国が尖閣諸島を侵攻する計
画の実行段階に入ったと指摘する。

　米国ではバイデン大統領が誕生し、最初の首脳会談の
相手に日本の菅総理を選んだ。しかし、これを米国の対日重
視と喜ぶのは誤りだ。バイデン大統領が日米会談を最優先
にしたのは、ひとえに米中対立のカギとなるのが日本で、日本
が覚悟をもって「日米同盟」を強化できるかを確認するため
だ。日米共同声明に「台湾」を52年ぶりに明記したのも、日
本を米中両者に良い顔をする「あいまい戦略」から決別さ
せるためにほかならない。

　「二度と戦争をする国にしないで…」
戦争未亡人だった亡き祖母の遺言だ。
 人類はこれまでに何度も戦争を繰り返してきた。尊い数多
の命を犠牲にしながらも、その教訓を生かせずに、戦争を繰
り返してきたのだ。この今を「戦前」と呼ばせないためにも、
今こそ非現実的な理想論に拘泥せず、また勇ましいだけの
過度な武装論にも流されず、我が国の領土・領海・領空と国
民の生命と財産を守るために政治が冷静に現実を分析し、
リアリズムを追求することが大事なのではないか。

　「今後6年以内に中国は台湾を侵攻する可能性がある」
　こんな衝撃的な発言をしたのは、米国のデービッドソン・イ
ンド太平洋軍司令官だ。司令官は今年3月の議会証言で、
「米中の軍事バランスは激変しており、中国が一方的に現
状変更を試みるリスクが高まっている。米国防省の調べで
は4年後の2025年には中国軍の戦闘機は米軍の8倍、空
母は3倍、潜水艦は6倍、戦闘艦艇も9倍に増える」と分析し
た。事実、中国は中国共産党革命100周年にあたる2049年
までに、アメリカの地位を奪還し、世界秩序のトップに君臨す
ることを国家目標にしているのだ。

　尖閣諸島周辺においても緊張は高まっている。中国海警
船などが独自の立場を主張し日本の領海に頻繁に侵入、日
本漁船を追尾するなど、主権の侵害を繰り返している。中国
は本年2月に海警法を施行させ、中国海警局は準軍隊組
織となり、武器使用を含む軍事作戦を遂行することが可能

答えは中面右下にあります

「中国の台頭と日本の覚悟」

　日頃より「歩む会」の皆様には、コロナ禍の厳しい状況下
にもかかわらず温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げま
す。この度の熱海市で発生した土石流により、亡くなられた
方 と々ご遺族の皆様に謹んで哀悼の意を表しますとともに、
行方の分からない方の一刻も早い救出をお祈りいたしま
す。また、被害に遭われた皆様に対して、心よりお見舞い申
し上げます。
　さて、2020年1月に日本で最初の新型コロナウイルスの感
染者が確認されてから１年半が経過しました。世界に後れ
を取っていたワクチン接種もようやく始まり、医療従事者、高
齢者、そして職域接種、地域での一般接種へと進んできま
した。新たな変異株の流行により、依然予断を許さない状
況が続いていますが、感染の拡大防止に常に一人一人注
意を払いながら、ポストコロナへの経済の立て直しに覚悟し
て取り組まなくてはなりません。
　新型コロナウイルスは、世界を、日本を、揺るがす未曾有
の出来事でありますが、コロナ禍において、日本の置かれて
いる状況を直視する機会にもなりました。
　人口減少と財政悪化という難題に直面し、日本が弱体
化しているという現実もその一つです。コロナ禍前のインバ
ウンド激増も、他の先進国や新興国の所得増加に対し､日
本人の所得が低迷し、日本が相対的に豊かでない国に
なっていたことが一因であると客観的に認識すべきではな
いでしょうか。
　我が国の勤労者世帯の平均年収はこの20年間で約24
万円も減少し、かつて世界第2位であった国民一人あたり
のGDPも、今や27位です。年収300万円以下の世帯は全
体の33％にも及び、年収400万円以下は47％。一人暮らし
の約半数が貯金ゼロ。これが現代における日本の生活実
態なのです。
　1989年（平成元年）「世界の企業TOP50」の内、32社
が日本企業、TOP10に6社も入っていましたが、今はトヨタ自

動車が、唯一、26位に入っているのみです。かつては日本
の上位独占が当たり前だった「技能五輪」も、今や入賞さ
え厳しい状況です。「ものづくり国家・日本」「科学技術先進
国・日本」は、今や昔のことなのでしょうか。
　我が国の科学技術力の低下が指摘される今こそ、官・
学・民が連携して研究開発を推進し、国際競争力を高め、
経済を活性化していかなければなりません。脱炭素化社会
の実現に向けた水素エネルギーの活用、次世代蓄電池の
開発、デジタル社会とIT国家の実現に向けたAI・ICT技
術の開発分野などでは、苛烈な国際競争が繰り広げられ
ており、国として、支援体制の強化が不可欠となっていま
す。さらに今日、新型コロナ対策におけるICT技術やバイオ
テクノロジーの活用が期待されており、これらの分野を含
め、科学技術関連予算の大幅な拡充、政策を総動員した
企業の研究開発から社会実装までの支援が必要です。
　コロナ禍で再認識した最も重要な事、それは、国家の基
が国民一人ひとりにあるということです。「人」が「技術」を
生み、「サービス」を生み、「企業」と「産業」と「経済」と「国
家」を支えていくのです。
　つまり、日本の劣化は、我が国が長らくこの原点を忘れ、
「人への投資」を怠ってきた事の証左です。2019年9月の
OECD発表によると、2016年の各国の小学校から大学ま
での教育機関に対する公的支出のGDPに占める割合は、
35カ国中3年連続で最下位でした。コロナ禍以前でも、日本
の教育予算が少なすぎました。先生の数も足りていません。
すべては子どもたちのため、将来の日本を担う「人」のため
です。コロナ禍を理由に学力の低下は許されません。今こ
そ、政治が「人づくり」に真剣に取り組む覚悟が求められま
す。
　我々人類は、日本は、新型コロナなどに負けるわけには
いきません。
　私は、これからも党派を超えて新型コロナ危機に打ち勝
つために、あらゆる政策を駆使し、ポストコロナの日本再生
に全力を傾けたいと思います。年内には「衆議院選挙」と
「参議院補欠選挙」が行われます。二つの闘いを仲間と共
に乗り越えて、将来「コロナ禍の辛く厳しい時代を踏ん張っ
たからこそ、今の明るい日々 がある」と言えるように努力して
まいります。今後とも、ご指導の程よろしくお願いいたします。

参議院議員

国民民主党幹事長
国民民主党静岡県連会長

榛葉賀津也

国民民主党公認
衆議院選挙候補予定者候補予定者

参議院補欠選挙
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日本のため、
未来のため。世界を

見据えて。
国政活動
PICK UP
202101 202107

県内各地の 選 挙 応 援

第204回 1月18日～6月16日通 常 国 会

本会議にて２度の代表質問登壇 菅内閣総理大臣に質す

通常国会冒頭、施政方針演説に対して 菅内閣総理大臣の訪米報告に対して

通常国会開会直後（１月２４日）と会期末直前（6月13日）に出演。
新型コロナ対策や東京五輪、国会審議について各党幹事長と議論を交わす。

出演前の御粧し（おめかし）

2021年度　定 期 大 会（党大会）
国民民主党

党幹事長として、これからの国民民主党が向かうべき姿
を基調提案。
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ある日の両院議員総会
こくみんうさぎポロシャツを着て､選挙戦頑張ります！

NHK「日曜討論」　

ＪＲの二島貨物問題や目指
すべき交通体系の将来像を
関係各大臣に質す。

国土交通委員会質疑

いつも心に。
地元活動
PICK UP
202101 202107

連合静岡議員団会議・第16回総会
連合静岡各組織の皆様や議員関係者の多くはリモート
参加となったが、各議会からの報告や、ウィズコロナ時
代の行政にどう向き合うかのパネルディスカッションな
ど、濃い内容で勉強させていただいた。
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開 通 式 典

新東名高速道路 新御殿場IC～御殿場JC
国道138号須走道路・御殿場バイパス（西区間）
国道469号御殿場バイパス、県道仁杉柴怒田線

山梨県への交通ネットワー
クが飛躍的に向上し、観光・
物流等の地域経済の活性
化、災害時の迂回ルート等
富士山周辺地域全体の更な
る発展が期待される。

国民民主党
静岡県連主催

4/26

2 0 2 1 政 治 セ ミ ナ ー

玉木雄一郎代表、伊藤孝恵副代表をゲストに
迎え､静岡県連初の政治セミナーを東京のスタ
ジオからWEBで開催。ゲストのお二人から多
岐に渡るお話を頂き好評裏に終了。

2/6
歩む会総会

国民民主党静岡県連
熱海市土石流災害街頭募金活動第20回国政報告会

第20回国政報告会を[YouTubeしんばかづやチャンネル]
にてWeb配信。お忙しい方や、いつも
は遠くてご来場いただけない皆さまにも
ご視聴いただき、新たな支援の輪が広
がっていることに感謝申し上げたい。

3/1

3/25
4/22

「
政
策
先
導
型
」政
党
と
し
て

様
々
な
提
案
を
行
う

森町議選（加藤久幸町議）静岡市議選（後藤哲朗市議）

3/28 4/18

島田市議選（清水唯史市議）
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1/22 1/12

7/28

共に歩んできた20年間 しんば賀津也と歩む会　会長　松下知生
　参議院議員 榛葉賀津也誕生から20年、本当に早い
ものです。
　これまでの間、私たちの代表として、また、静岡県の代
表として、活躍を続けている榛葉議員に対し本当に誇ら
しく思いますし、改めて、『しんば賀津也』と歩んでこられ
たことを嬉しく思います。
　私と榛葉議員は高校野球部時代からの球友で、足掛
け40年の付き合いとなります。当選前のエピソードもたくさ
んあり、ご紹介したい事は山ほどありますが、ここでは、や
はり初当選した20年前の2001年夏の参議院議員選挙
を振り返らせていただきます。
　榛葉賀津也34歳の夏です。若さにまかせて、がむしゃ
らに動きまわり、知名度で後れを取っていた榛葉候補が

ようやく県下に浸透しはじめてきた頃でした。突然、当時
の内閣総理大臣 小泉純一郎氏が対立候補者の応援
に入るとの情報が入りました。その日は静岡市の青葉シ
ンボルロードで榛葉候補の大規模集会を予定しており、
必死で動員を呼びかけた結果、約500名の聴衆が集ま
り、まずまずの集会を開催することができました。
　しかしその後に静岡入りした小泉総理の下には容易
に5,000人を超える人々が集まり、お祭り騒ぎの大集会で
あったと聞きました。
　これでも榛葉賀津也は当選できるのか?と、とても不安
になったことを覚えております。最初のチャレンジは厳しい
ものでしたが、勝つことができて本当に良かったです。皆
様これからも榛葉賀津也と共に歩んでまいりましょう。


